
有意義な冬休みを 

あなたは、どう考えますか？ 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 

 

 来週の火曜日１２月２４日から冬休みです。早いもので、

令和６年も残すところ１０日ほどとなりました。 

一年間の学校生活の中で、夏休み明けから冬休みまでの約

４か月間は、様々な面で内容が濃いものです。振り返れば、

一人一人、自分の成長が実感できるのではないでしょうか。 

冬休みは、年末年始の時期となります。一年間の振り返り

と新たな目標設定のために、自分をじっくりと見つめ、有意

義に過ごしてほしいと思います。 

 

一方、冬休みというと、生活のリズムを崩しがちに

なります。就寝・起床時刻が乱れたり、気の緩みから

感染症予防対策の意識が低下したりすることが考え

られます。体調不良は、生活のすべてに影響しますの

で、健康管理には十分に気を付けなければなりませ

ん。何より、健康第一･安全第一で過ごしてほしいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 先月下旬、２つのニュースに驚くとともに、考えさ

せられました。 

 そのニュースの１つは、「横浜市の１４歳の中学生

が、誹謗中傷のメールを送り脅迫をしたなどとして、

書類送検された」というものです。もう１つのニュー

スは、「オーストラリアで、１６歳未満の子どもたち

によるソーシャルメディアの利用を禁止する法案が可

決された」というものです。 

 科学技術の進歩により人間社会が便利に豊かになる、ということは、人類の歴史を振り

返れば当たり前のことです。また、今後もそうあるべきだと思います。その時の人々が、

最新の科学技術をどのように使用するか、ということが問題なのでしょう。 

 これからの社会を生きていく皆さんは、このニュースに関して、どう考えますか。 
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